
8 月 29 日 京都生徒会連盟会合 

議題 2【先生と生徒会の連携をより良いものにするには】議事録 

 

① 概要 

生徒会で学校をより良いものにしていくためには、全校生徒だけでなく先生方との連携

が必須になって来ると思います。生徒会という仕事は学校の先生方との連携を全校生徒

の中で一番大切にしていくべき立ち位置にあるので今回の話し合いで先生と生徒会の

連携をより良いものにしていくためどのように先生方とコミュニケーションをとり良

好な関係を気づいていくか皆さんの体験談や考えをふまえ考えていきたいと思います。 

② 皆さんの体験談(そこから得たもの・問題点) 

・先生同士の連携がうまく行ってない（生徒会が混乱） 

・文化祭の準備のアンケートで先生が文句をいう 

 （生徒会の思うアンケートじゃなくなった） 

・先生に確認取るのめんどい 

・数が多い‼️（顧問の） 

少ない時もある‼️ 

・顧問以外の先生とも困難 

・先生の失敗に生徒が動かないといけない 

  ・他の先生が凸ってくる 

③ ②で話し合ったことの解決策（動き） 

・先生同士の連携がうまく行ってない（生徒会が混乱） 

  →先生同士の連携をとってもらう場を生徒会から提示する 

   先生と気持ちが変わるかも・・・ 

・文化祭の準備のアンケートで先生が文句をいう 

 （生徒会の思うアンケートじゃなくなった） 

  →顧問の数を増やしてもらう（補佐をつける〈生徒会の担当者〉）←先生に決めてもら

う 

・先生に確認取るのめんどい 

  →置き手紙、アポを取りに行く 

・数が多い‼️（顧問の） 

少ない時もある‼️→情報共有が大切（生徒会がやる？） 

・顧問以外の先生とも困難 



  →いったん顧問の先生に情報を渡す 

・先生の失敗に生徒が動かないといけない 

  →仕事の効率化(生徒会側の仕事の共有)仕事の分担やるべき（先輩から） 

・他の先生が凸ってくる 

→情報共有をする 

・顧問の先生との関係→いい関係づくりのためよく話に行く 

           顧問だけでなくいろんな先生に聞きまくる 

・生徒会内の連携→人数によって変えていく 

         会長主体(？) 

         有志を集う（先生に言ってもらう） 

         委員会を使う（代表→全体） 

         OB、OG に頼る(関係を築く) 

         頼ることをするべき 

         生徒会を集める頻度を増やす 

→生徒会の仕事をオープンにしていく 

④ まとめ 

先生と生徒会の連携を良くするためには、先生との話し合いの機会を増やしたり、他

の先生にも話を通しにいったりと、生徒会が主体的に動く必要がある。 

そして、生徒会が主体的に動くためには生徒会内の連携を高める必要があると考えた 


